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　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心して
暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿社会
を創るために何が必要か、を政治活動の根底にお
いています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして明
日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全確
保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、薬
事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法改正、
国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長
平成 24 年　自由民主党広報本部　副本部長
　　　　　　広報本部新聞　出版局長
平成 25 年　自由民主党党紀委員会　委員
　　　　　　裁判官弾劾裁判所　裁判員
平成 26 年　原子力問題特別委員会　委員長
現在　　　　文部科学副大臣
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ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
日
本
の
世
界
遺
産

は
、
二
〇
一
四
年
富
士
山
、
二
〇
一
五
年
富
岡
製

糸
場
が
耳
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
は

じ
め
、
知
床
の
自
然
、  

白
神
山
地 

、
平
泉
の
文

化
遺
跡
、
日
光
の
社
寺
、
小
笠
原
諸
島
、
白
川
郷
・

五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
、
古
都
京
都
の
文
化

財
、
古
都
奈
良
の
文
化
財
、
法
隆
寺
地
域
の
仏

教
建
造
物
、
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
熊
野
の
参
詣

道
、
姫
路
城
、
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
、
石

見
銀
山
遺
跡
、
屋
久
島
、
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク

関
連
遺
産
群
の
十
八
の
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
五
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ

る
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
が
、「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
へ
の

登
録
に
つ
い
て
「
登
録
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
勧

告
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、 

萩

反
射
炉
、
松
下
村
塾 

、
韮
山
反
射
炉 

、
釜
石
の

高
炉
跡 

、
三
重
津
の
海
軍
所
跡 

、
三
菱
長
崎
造

船
所
第
三
船
渠
、
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
、 

三
池
炭

鉱
、 

官
営
八
幡
製
鐵
所
等
二
十
三
施
設
で
す
。

　
日
本
は
、
一
六
三
三
年
（
寛
永
十
年
）、
江
戸

幕
府
が
海
外
渡
航
禁
止
令
（
い
わ
ゆ
る
鎖
国
令
）

を
出
し
て
か
ら
、
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
年
）
日

米
和
親
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
、
二
百
二
十
年

も
の
間
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
を
除
い
て
海
外
交
易

の
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
開
国
に

よ
り
、
西
洋
文
明
国
の
進
ん
だ
産
業
や
科
学
技

術
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
一
気
に
日
本
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。
明
治
の
先
人
た
ち
は
そ
れ
ら
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
欧
米
諸
国
が
何
世
紀
も
か

け
て
作
っ
て
き
た
近
代
的
な
経
済
、
産
業
構
造

を
、
わ
ず
か
四
十
年
程
の
間
に
、
そ
れ
ら
の
国
と

肩
を
並
べ
る
ま
で
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
挙

げ
ら
れ
て
い
る
遺
産
を
見
る
と
、
明
治
人
の
日
本

の
近
代
化
へ
の
情
熱
と
行
動
力
、
先
見
性
な
ど
、

本
当
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
日
本
の
急
速
な
近
代
化
を
可

能
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
あ
る
雑
誌
を
開
い
て
い
ま
し
た
ら
、
以

下
の
よ
う
な
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
日
本
の
造
船

技
術
を
支
え
た
、
歴
史
の
表
面
に
は
全
く
現
れ
た

こ
と
の
な
い
無
名
の
上
田
寅
吉
と
い
う
人
物
の
逸

話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
月
刊
W
e
d
g
e 

五
月
号
：「
な
り
わ
い
の
先
駆
け
た
ち
」）。

　
上
田
寅
吉
は
一
八
二
三
年
（
文
政
六
年
）
に

伊
豆
の
小
さ
な
漁
港
戸
田
に
生
ま
れ
、
成
長
し

て
和
船
の
船
大
工
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
リ
ー
が

黒
船
で
日
本
に
来
航
し
た
年
の
翌
年
一
八
五
四

年
（
嘉
永
七
年
）、
黒
船
来
航
を
機
に
、
江
戸
湾

の
石
川
島
で
初
め
て
旭
日
丸
と
い
う
洋
式
帆
船

の
建
造
が
始
ま
り
、
寅
吉
は
船
大
工
と
し
て
こ

こ
に
雇
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
和
船
と
西
洋
帆
船
の
造
船
技
術
の
違
い
は
、

和
船
は
船
底
と
な
る
一
枚
板
を
敷
き
、
箱
を
作

る
よ
う
に
板
を
張
り
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
て
い

く
の
に
対
し
、
洋
式
船
で
は
、
ま
ず
船
の
基
本

と
な
る
「
竜
骨
」
と
呼
ば
れ
る
背
骨
を
作
り
、

そ
れ
に
部
材
を
肋
骨
の
よ
う
に
直
角
に
取
り
付

け
、
全
体
の
骨
組
を
作
る
、
そ
れ
に
外
壁
を
張
っ

て
い
く
と
い
う
方
法
で
す
。
寅
吉
は
そ
の
洋
式

造
船
技
術
を
石
川
島
で
学
び
ま
し
た
。

　
一
八
五
五
年
（
安
政
二
年
）
十
一
月
、
安
政

大
地
震
が
起
こ
り
、
日
露
和
親
条
約
の
締
結
に

来
て
い
た
ロ
シ
ア
の
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が
沈
没
、

こ
の
た
め
ロ
シ
ア
人
五
百
人
が
帰
国
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
が
協
力

し
て
洋
式
帆
船
を
、
寅
吉
の
故
郷
で
あ
る
戸
田

で
作
る
こ
と
と
な
り
、
寅
吉
た
ち
七
人
の
船
大

工
棟
梁
が
ロ
シ
ア
人
の
技
術
者
と
協
力
し
て
造

船
に
当
た
り
ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
日
本
人
船
大
工
の
仕
事
は
緻
密
で
、

着
工
か
ら
わ
ず
か
三
か
月
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
一
年
以
内
に
、
戸
田
で
は
同
型
の
船
が

六
隻
建
造
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）、
幕
府
に
よ
り
、

長
崎
溶
鉄
所
が
建
設
さ
れ
、
こ
こ
に
オ
ラ
ン
ダ

人
造
船
技
師
を
招
き
、
造
船
所
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
寅
吉
は
、
三
十
二
歳
で
そ

の
職
人
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
候
補

の
三
菱
長
崎
造
船
所
の
前
身
で
す
。

　
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）、
蒸
気
船
の
造
船
、

操
船
技
術
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
幕
府
は
榎
本
武
揚

な
ど
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
仕
官
五
人
、他
に
医
者
、

法
学
者
な
ど
も
含
め
九
人
の
武
士
を
オ
ラ
ン
ダ
に

派
遣
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
職
方
と
呼
ば
れ
る
職

人
が
同
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
寅
吉
も
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）、
彼
ら
は
留
学
を

終
え
、
オ
ラ
ン
ダ
で
新
造
さ
れ
た
幕
府
の
軍
艦
開

陽
丸
で
帰
国
し
ま
し
た
が
、
翌
年
、
戊
辰
戦
争

勃
発
、
幕
府
は
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寅
吉

は
榎
本
武
揚
と
と
も
に
開
陽
丸
で
蝦
夷
に
逃
れ
、

五
稜
郭
に
こ
も
っ
て
官
軍
と
戦
い
ま
し
た
が
敗

北
。
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
八
七
〇

年
（
明
治
三
年
）、
釈
放
さ
れ
、
維
新
政
府
か
ら

命
じ
ら
れ
て
横
須
賀
の
造
船
所
の
職
長
と
し
て
出

仕
。
こ
の
造
船
所
は
当
時
、
幕
府
が
作
っ
た
日
本

最
初
の
大
規
模
工
場
で
、
寅
吉
は
、
留
学
で
学
ん

だ
蒸
気
動
力
の
新
造
船
の
建
造
に
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）、
寅
吉
は

六
十
三
才
で
工
場
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

退
職
の
直
前
で
し
た
。
こ
の
社
会
的
地
位
も
持
た

な
い
一
介
の
船
大
工
上
田
寅
吉
は
、「
わ
が
造
船
史

上
の
一
大
恩
人
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

一
九
五
六
年
に
は
我
が
国
は
英
国
を
抜
い
て
世
界
一

の
造
船
国
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
礎
を
築
い
た

の
は
、
こ
う
し
た
無
名
の
船
大
工
だ
っ
た
の
で
す
。

　
今
日
、
日
本
は
世
界
第
三
位
の
経
済
大
国
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
大
き
な
企
業
の
活

躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
は
、
地
域
の
中
小
町

工
場
な
ど
の
技
術
力
、
職
人
力
が
日
本
の
産
業

を
支
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
社
会
経
済
は
、
社
会
的
名
声
や
権
力
と

も
無
縁
の
、
黙
々
と
働
く
多
く
の
寅
吉
の
よ
う

な
優
れ
た
人
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
特
に
政
治
家
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
経
済
、
産
業
を
支
え
る
力


